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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
事 

東
間
深
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り 

 
 
 

 

（
実
行
委
員
会
） 

日
時 

五
月
二
十
五
日
（
土
）
～ 

二
六
日(

日) 

場
所 

北
部
公
民
館
（
全
館
） 

・
展
示
部
門 

（
談
話
室
・
集
会
所
） 

絵
画
・
書
・
手
芸
・
写
真
・
花
な
ど
。 

公
民
館
利
用
の
団
体
や
地
域
の
皆
さ
ん 

の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
。 

・
子
ど
も
展
示 

（
児
童
室
） 

絵
画
・
書
道
な
ど
。 

・
発
表
部
門 

（
体
育
室
） 

舞
踊
・
民
謡
・
ダ
ン
ス
・
演
奏
・
カ
ラ
オ 

ケ
・
バ
ト
ン
な
ど
。 

ス
テ
ー
ジ
及
び
フ
ロ
ア
ー
で
は
得
意
芸
の 

発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
運
動
部
門 

（
体
育
室
・
深
井
ス
ポ
ー
ツ 

広
場
） 

子
ど
も
綱
引
き
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・ 

子
ど
も
お
楽
し
み
。 

・
即
売
部
門 

（
前
庭
） 

焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
花
・
か 

き
氷
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
。 

・
子
ど
も
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
（
研
修
室
） 

囲
碁
・
将
棋
・
オ
セ
ロ
・
ダ
ー
ツ
な
ど
。 

・
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
部
門
（
体
育
室
、
講 

義
室
、
児
童
室
、
前
庭
） 

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
お
は
な
し
会
、
折
り
紙 

教
室
・
マ
ジ
ッ
ク
風
船
な
ど
。 

  

防
犯
・
交
通
安
安
全
研
修
会 

 

（
生
活
環
境
部
会
・
青
少
年
部
会
・ 

地
域
安
全
推
進
連
絡
協
議
会
共
催
） 

日
時 

六
月
二
二
日
（
土
） 

午
前
九
時
三
〇
分
～
一
一
時
三
〇
分 

場
所 

北
部
公
民
館
集
会
所 

講
師 

鴻
巣
警
察
署
生
活
安
全
課
・
交
通

課
、
県
警
防
犯
指
導
班
ひ
ま
わ
り
（
予
定
） 

 

第
二
九
回
星
ま
つ
り 

（
文
化
部
会
・
青
少
年
部
会
共
催
） 

日
時 

七
月
六
日
（
土
） 

場
所 

北
部
公
民
館 

参
加
費 

無
料 

七
夕
祭
り
に
願
い
を
託
し
祈
ろ
う
。 

夏
休
み
ち
び
っ
こ
工
作
教
室 

（
文
化
部
会
・
青
少
年
部
会
共
催
） 

日
時 

七
月
二
七
日
（
土
） 

場
所 

北
部
公
民
館 

参
加
費 

材
料
費 

定
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

（
体
育
部
会
） 

日
時 

七
月
一
三
日
（
土
） 

場
所 

深
井
ス
ポ
ー
ツ
広
場 

午
前
九
時
集
合
、
用
具
は
す
べ
て
現
地
に

用
意
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

廃
食
油
回
収 

（
生
活
環
境
部
会
） 

日
時 

毎
月
第
一 

土
・
日 

曜
日
、 

午
前
一
〇
時
よ
り
一
一
時
三
〇
分 

場
所 

北
部
公
民
館 

地
域
内
パ
ト
ロ
ー
ル 

（
青
少
年
部
会
） 

日
時 

毎
月
第
一
土
曜
日
夜
間 

東
間
深
井
地
区
内
を
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
安
全
確
認
を
し
ま
す
。 

 

発  行 
東 間 深 井 
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ﾃ ｨ 委 員 会  
同 広 報 委 員 会 
北 部 公 民 館 
電 話 543-2115 

 

第 3４回東間深井 

コミュニティまつり 

と き 令和 元年５月２５日（土）１３時～１７時 

5 月 2６日（日） 9 時～１５時 

ところ 北部公民館・深井スポーツ広場 

 

 

タウン紙 



 ２０１９年（令和 元年）５月１日     あずま・ふかい         第１２６号（２） 

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
巡
り
に
参
加
し
て 

東
間
五
丁
目 

佐
々
木
達
也 

三
月
九
日
（
土
）
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
の
施

設
巡
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

本
当
に
楽
し
い
一
日
で
し
た
、
コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

自
分
で
計
画
し
て
旅
す
る
の
は
二
の
足
を

踏
み
ま
す
が
、
何
か
の
計
画
に
便
乗
し
て

の
旅
は
無
責
任
の
よ
う
で
す
が
心
よ
り
楽

し
め
る
も
の
で
す
ね
！ 

七
三
年
の
人
生
で
こ
れ
ほ
ど
打
ち
解
け
ら

れ
た
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
！ 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
自
分
勝
手
に
立
ち
振

る
舞
っ
て
き
た
過
去
を
反
省
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
し
、
地
域
社
会
に
溶
け
込
ん
で
楽
し

く
愉
快
に
生
き
な
け
れ
ば
、
残
さ
れ
た
時

間
が
勿
体
な
く
空
し
い
も
の
に
成
る
の
で

は
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
再
度
参
加
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
居
ま
す
。
企
画
実

行
し
て
頂
い
た
執
行
部
の
皆
様
に
感
謝
し

ま
す
。
最
後
に
厚
か
ま
し
い
提
案
で
す
、

次
回
の
計
画
で
の
訪
問
予
定
地
を
、
北
本

市
に
住
む
我
々
の
家
庭
に
電
気
を
供
給

し
、
三
、
一
一
東
日
本
大
震
災
で
生
活
を

根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
た
「
福
島
双
葉
地

区
」
を
自
分
の
眼
で
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

テ
レ
ビ
画
面
を
通
し
て
見
、
同
情
さ
れ
て

居
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
。 

 

 

美
空
ひ
ば
り
の
歌
碑
で
人
気
の
塩
野
岬

灯
台
、
御
崎
公
園
展
望
台
、
そ
し
て
常
陸
物

と
し
て
以
前
持
て
は
や
さ
れ
た
魚
介
を
使

っ
た
昼
食
を
。 

          
第
九
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
親
睦
旅
行 

東
間
五
丁
目 

鈴
木 

光
一 

一
月
二
六
日
（
土
）
生
活
環
境
部
会
・
保

健
福
祉
部
会
共
催
で
親
睦
旅
行
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
行
き
先
は
栃
木
方
面
。 

旅
程
・
北
部
公
民
館
を
出
発
（
八
時
） 

し
圏
央
道
・
東
北
道
経
由
で
大
前
恵
比
寿

神
社
（
初
詣
）
へ
。
見
学
を
楽
し
ん
で
益
子

焼
共
販
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
。
買
い
物
を
し

て
ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
益
子
館
で
昼

食
。
そ
の
後
、
外
池
酒
造
へ
移
動
し
て
見
学

と
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。
次
の
今
回

の
目
玉
で
あ
る
い
ち
ご
狩
り
へ
と
移
動
し

食
べ
放
題
と
ほ
う
れ
ん
草
の
詰
め
放
題
を

楽
し
ん
で
予
定
の
工
程
が
終
了
。
定
刻
通 

り
に
戻
り
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

           

第
二
六
回
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

深
井
七
丁
目 

鈴
木
祐
大
（
小
五
） 

僕
は
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
最
初
は
、
少
し
き
ん
ち
ょ
う
し
ま

し
た
。
で
も
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
い
る
と
、

き
ん
ち
ょ
う
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
回

戦
目
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
相
手
を
ダ
ブ
ル

ア
ウ
ト
し
て
す
ご
か
っ
た
で
す
。
二
回
戦

目
は
一
番
強
い
大
人
と
当
た
り
ま
し
た
。 

チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
倒

し
た
の
が
す
ご
か
っ
た
で
す
。
最
後
は
優

勝
し
た
の
が
一
番
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

ま
た
今
度
、
み
ん
な
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
、
出
て
優
勝
し
た
い
で
す
。 

定
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

（
体
育
部
会
） 

深
井
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

一
月
定
例
会
の
結
果
（
参
加
二
二
名
） 

優 

勝 

大
久
保
祐
一 

（
東
間
八
丁
目
） 

第
二
位 

山
下
フ
サ
子 

（
東
間
八
丁
目
）

第
三
位 

山
崎 

重
雄 

（
東
間
五
丁
目
） 

 

三
月
定
例
会
の
結
果
（
参
加
二
八
名
） 

優 

勝 

石
井 

毅 
 

（
東
間
八
丁
目
） 

第
二
位 

山
田 

洋 
 

（
東
間
八
丁
目
） 

第
三
位 

田
中 

彬
文 

（
東
間
八
丁
目
） 

 

手
打
ち
う
ど
ん
を
作
り
ま
し
ょ
う 

東
間
八
丁
目 

谷
口 

渚
月 

（
小
五
） 

私
は
今
回
初
め
て
う
ど
ん
作
り
を
し
ま

し
た
。
作
る
前
は
緊
張
し
た
け
ど
、
作
る
と

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
そ
ば
を

作
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
思
っ
て
い
た

よ
り
、
簡
単
だ
と
思
い
ま
し
た
。
一
番
楽
し

か
っ
た
の
は
、
足
で
う
ど
ん
を
踏
ん
だ
こ
と

で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
班
の
子
と
協
力

し
て
頑
張
っ
た
か
ら
で
す
。
作
っ
た
う
ど
ん

は
、
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

う
ど
ん
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

雲厳寺 山門まえ階段にて 

美味しいイチゴ、ありがとう。 当たるぞー 

おいしくナァーレ！ 
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平
成
三
一
年
度
東
間
深
井 

自
治
会
長 

一
二
地
区
自
治
会
長
は
次
の
方
々
で
す
。 

東
間
一
丁
目 

 
 

中
山 

多
正
（
再
任
） 

東
間
二
丁
目 

 
 

小
沢 

隆
一
（
再
任
） 

東
間
三
丁
目 

 
 

高
橋 

誠 

（
再
任
） 

東
間
四
丁
目 

 
 

日
野 

勝
義
（
再
任
） 

東
間
五
・
六
丁
目 
山
嵜 

茂
子
（
再
任
） 

サ
ン
マ
ン
シ
ョ
ン 

糸
川 
幸
男
（
新
任
） 

東
間
七
丁
目 

 
 

新
井 
正
之
（
新
任
） 

東
間
八
丁
目 

 
 

赤
沼 

俊
男
（
再
任
） 

深
井
第
一 

 
 
 

富
澤 

孝 
（
再
任
） 

深
井
第
二 

 
 
 

林 

久
雄 

（
再
任
） 

深
井
第
三 

 
 
 

関
口 

明 

（
再
任
） 

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ 

 

岡
安 

征
也
（
再
任
） 

 

ご
あ
い
さ
つ 

平
成
三
一
年
度 

東
間
深
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会 

会
長 

川
村
洋
二 

（
東
間
３
丁
目
） 

        

こ
の
度
、
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
が
、 

能
力
、
経
験
に
つ
き
十
分
な
の
か
、
自
問 

自
答
し
て
お
り
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今 

、
子
育
て
環
境
の
向
上
、
高
齢
者
の
福
祉 

推
進
に
関
し
て
は
、
各
方
面
に
期
待
さ
れ 

て
お
り
ま
す
。
市
役
所
、
自
治
会
、
社
会 

福
祉
協
議
会
と
協
力
し
て
、
全
世
代
を 

巻
き
込
ん
だ
住
み
よ
い
ま
ち
作
り
の
一 

助
に
な
る
よ
う
、
つ
と
め
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
経
験
豊
富
な
方
々
、

活
力
に
あ
ふ
れ
る
方
々
は
じ
め
皆
様
の 

ご
協
力
を
期
待
し
任
務
を
遂
行
し
て
い 

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し 

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

北
小
だ
よ
り 

本
校
校
長
と
し
て
三
年
目
に
な
り
ま
し 

た
大
竹
で
す
。
東
間
・
深
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育 

活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御 

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
年
度
が
改
ま
り
ま
し 

た
の
で
、
本
校
の
概
要
と
今
年
度
の
重
点 

と
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
紙
面
を
お
借
り 

し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

学年 学級数 男 女 計 

１年 2 30 33 63 

２年   2 31 31 62 

３年   2 40 38 78 

４年   2 41 34 75 

５年   2 31 35 66 

６年   2 38 36 74 

スマイル  1 4 1 5 

合計 13 215 208 423 

           

○

職
員
数 

三
二
名 

【
今
年
度
の
重
点
と
す
る
取
組
】 

「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
」 

 
 

 

あ
い
さ
つ
は
、
人
と
人
と
が
よ
い
関
係
を 

築
く
上
で
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。 

今
年
度
は
、「
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も
に 

こ
や
か
に
」
を
合
い
言
葉
に
、
子
供
た
ち 

が
地
域
・
家
庭
・
学
校
に
お
い
て
、
笑
顔 

で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て 

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
公
開 

や
運
動
会
な
ど
の
行
事
の
際
に
は
、
ぜ
ひ 

足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち
の
学 

校
生
活
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

そ
の
他
の
ご
案
内 

北
部
公
民
館
に
子
供
絵
画
展
を
開
催
し
、

展
示
を
し
て
い
ま
す
。 

展
示
物
に
つ
い
て
は
三
週
間
位
の
間
隔

で
交
換
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
様
方

の
鑑
賞
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

                          

お
詫
び
と
訂
正 

前
回
タ
ウ
ン
誌
一
二
五
号
掲
載
の
地
域 

防
犯
推
進
委
員
の
紹
介
に
つ
い
て
氏
名 

の
一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂 

正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

一
・
佐
復 

鎮
朗 

 

佐
復 

鎮
男 

 

二
・
福
本 

善
公 

 

福
本 

喜
公 

 

右
記
の
通
り
訂
正
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

入り口を入って右側 

展示状況 
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
総
会 

 
東
間
深
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
総
会

が
四
月
一
三
日
（
土
）
北
部
公
民
館
体
育
室

に
お
い
て
役
員
、
委
員
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

平
成
三
〇
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報

告
、
平
成
三
一
年
度
役
員
選
任
案
、
同
事
業

計
画
案
、
予
算
案
、
規
約
改
正
案
等
が
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
役
員
名
簿 

会 

長 

川
村
洋
二 

副
会
長 

山
口
康
三
、
飯
塚
忠
史
、
関
口
明 

会 

計 

渡
邉
登
美
次
、
高
橋
誠 

監 

査 

坂
井
範
子
、
奥
家
宏
造 

顧 

問 

磯
﨑
博
竝 

常
任
委
員 

一
二
自
治
会
長
、
内
田
晴
喜
、

酒
井
茂
、
松
村
芳
男
、
西
條
直
三
郎
、
小
宮

一
男
、
浅
見
眞
紀
、
矢
島
則
夫
（
社
協
支
部

長
）
、
植
野
弘
（
広
報
委
員
長
）
、
五
専
門
部

会
長
及
び
副
部
会
長
。 

 

平
成
三
一
年
度
専
門
部
会
委
員 

文
化
部
会
（
一
九
名
） 

輕
部
芳
文
（
部
会
長
）
（
青
少
年
育
成
指

導
委
員
）、
碓
井
康
博
（
副
部
会
長
）、
岡
田

タ
カ
子
（
会
計
係
）、
石
上
節
子
（
広
報
）
、

植
野
弘
、
（
広
報
委
員
長
）
小
坂
井
雅
夫
、

大
谷
秀
一
、
山
田
隆
、
先
﨑
愛
子
、
飯
田
政

子
、
深
谷
文
江
、
橋
本
正
憲
、
飯
野
和
正
、

高
橋
光
子
、
冨
石
み
つ
子
、
染
野
一
恵
、
石

川
透
、
沖
本
裕
二
、
金
子
ヨ
シ
イ
。 

体
育
部
会
（
二
一
名
） 

山
嵜
茂
子
（
部
会
長
）
長
島
住
夫
、
（
副 

部
会
長
）
、
鈴
木
三
代
子
、
（
会
計
係
）
、
田

中
亮
治
（
広
報
）
、
加
藤
道
好
、
青
水
洋
、

川
村
正
孝
、
齊
藤
耕
一
、
長
井
健
治
、
久
保

寺
一
彰
、
鏑
木
肇
、
長
谷
部
進
、
横
澤
仁
、

服
部
玲
子
、
大
江
信
子
、
小
沢
秋
夫
、
須
永

浩
史
、
飯
塚
忠
史
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）
、

安
間
洋
子
、
齊
藤
亜
佑
美
、
雁
木
靖
。 

生
活
環
境
部
会
（
二
一
名
） 

鈴
木
光
一
（
部
会
長
）
、
内
野
文
雄
（
副 

部
会
長
）、
富
澤
孝
（
会
計
係
）
、
矢
部
孝
治

（
広
報
）
、
大
塚
登
、
長
澤
清
行
、
米
沢
厚

子
、
北
澤
好
夫
、
長
島
登
志
子
、
坂
本
智
之
、

高
垣
初
男
、
坂
巻
睦
郎
、
厚
海
利
夫
、
渡
辺

正
安
、
藤
田
勝
、
長
山
順
子
、
岡
田
美
智
也
、

榊
原
俊
次
、
金
子
眞
理
子
、
星
野
秀
夫
、
北

里
保
正
。 

 
 

保
健
福
祉
部
会
（
一
五
名
） 

 

酒
井
茂
（
部
会
長
）
渡
辺
弘
次
（
副
部

会
長
）
、
内
田
明
美
（
会
計
係
）
（
青
少
年

育
成
指
導
委
員
）
、
鈴
木
容
子
（
広
報
）
、

鈴
木
岳
志
、
栁
内
み
や
子
、
大
島
厚
子
、

増
田
稲
子
、
藤
井
邦
康
、
鈴
木
広
樹
、
荒

井
照
男
、
吉
田
友
英
、
林
登
、
関
口
正
子
、

菅
井
由
美
。 

青
少
年
部
会
（
一
七
名
） 

西
山
義
和
（
部
会
長
）
、
伊
藤
隆
康
、（
副

部
会
長
）
、
小
室
文
子
（
会
計
係
）
、
黒
澤
晃

之
（
広
報
）(

青
少
年
育
成
指
導
委
員
）、
内

山
実
、
長
谷
川
ゆ
き
子
、
平
田
か
お
り
、
蓮

沼
ゆ
か
、
新
井
清
子
、
荻
原
隆
江
、
百
済
陽

一
、
深
谷
恵
子
、
浅
川
寿
照
、
浅
見
眞
紀
、

岡
安
征
也
、
内
田
康
江
、
平
野
繁
。 

 

 

広
報
委
員
会
（
六
名
） 

 

植
野
弘
（
委
員
長
）、
石
上
節
子
、
田
中
亮 

治
、
矢
部
孝
治
、
鈴
木
容
子
、
黒
澤
晃
之
。 

 

 
 

平
成
三
一
年
度
北
部
公
民
館
職
員
は
次
の 

方
々
で
す
。 

 

石
井
由
紀
夫
（
館
長
）
、
加
藤
篤
巳
（
副
館
長
）
、

森
田
恵
子
、
小
貝
文
子
、
横
山
千
賀
子
、 

植
野
文
子 

以
上 

六
名 

に
ぎ
や
か
で
明
る
い
公
民
館
へ 

 
 

 
 

北
部
公
民
館
長 

石
井
由
紀
夫 

 

少
子
化
が
進
み
、
街
に
響
き
渡
る
子
供
た
ち

の
笑
い
声
が
、
非
常
に
貴
重
に
感
じ
ま
す
。
地

域
の
子
ど
も
た
ち
は
北
本
の
未
来
そ
の
も
の
で

す
。
北
部
公
民
館
で
は
、
常
設
の
「
ぼ
く
の 

わ
た
し
の
絵
画
展
」
や
ら
く
が
き
ボ
ー
ド
の 

       

 

設
置
、
毎
週
出
題
す
る
な
ぞ
な
ぞ
な 

ど
で
、
子
供
た
ち
の
来
館
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
談
話
室
に
沢
山
の
子
ど
も
が

集
ま
る
と
、
公
民
館
は
活
気
に
満
ち
明

る
く
な
り
ま
す
。 

少
し
耳
障
り
に
感

じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
に
は

元
気
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
勉
強

を
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

北
部

公
民
館
に
は
児
童
室
も
あ
り
、
保
護
者

様
が
一
緒
な
ら
、
未
就
学
の
子
ど
も
も

楽
し
く
遊
べ
ま
す
。 

職
員
一
同
、
子

供
た
ち
が
気
軽
に
立
寄
れ
る
べ
く
、
努

力
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。
お
子
様
に
「
公

民
館
行
っ
て
み
れ
ば
？
」
と
一
声
お
掛

け
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 


